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学会事務局/防衛医科大学校 整形外科
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‐
「EL : 04-2995-1663  FAX : 04-2996-5208
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9月 4日 (金)

9:00

10:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

*は 日本整形外科学会、日本手の外科学会

認定単位取得セミナー

第 2会場 (4F国際会議室)

3105～13:30

13:30～14:05 P46

P44
一般演題 4
座長 :有村

基礎 1

公良

基礎 2

晃生

一般演題 5

座長 :大西

第 1会場 (2F小ホール)

13:00～13125_般演題 1 手根管症候群など
座長 :池田 和夫

一般演題 2 斜角筋症候群など
座長 :西浦 康正

一般演題 3 糖尿病性神経障害など
座長 :額 田  均

14145～1530    教育研修 講演       P23
職業性ジストニアー上肢末梢神経障害との鑑別を含めて

演者 :梶   龍兒
座長 :糸山 泰人

12155～

P37

13:25～14:10

14:10～ 14:45 P42

開会の辞

評議員会

特別講演 *

末梢神経の再生とミクログリア

演者 :高坂 新一
座長 :堀内 行雄

17100ヽ lS:00ィ
ブニングセミナー (外国人招待講演 )*P25

Surgical strategies and biologic prOcesses
to improve denervated nluscle recovery

i寅者
‐:James R Bain

座長 :根本 孝一
共催 :エーザイ株式会社

P2416:00～17:00

寸
―
―
―

*は

日 程 表

11100

会員懇親会 18:05～

大官ソニックシティホール (4F)国 際会議室

15:35～16:00
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特別企画プログラム

2009年 9月 4日 (金 )

◆シンポジウム

「肘部管症候電

◆教育研修講演 14:45～ 15:30 1第 1会場

「職業性ジストニアー上肢末梢神経障害との鑑別を含めて」

座長 :糸山 泰人 (東北大学神経内科)
演者 :梶  龍 兒 (徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部感覚情報医学講座

臨床神経科学分野)

1.疫学
「肘部管症

∫言著 i

2 電気診ぎ

◆特別講演 16:00～ 17:00 第 1会場

「末梢神経の再生とミクログリア」

座長 :堀 内  行 雄 (川崎市立川崎病院整形外科 )

演者 :高坂  新 ― (国立精神・神経センター神経研究所 )

◆イブニングセミナー (外国人招待講演) 17:00～ 18:00 第 1会場

「Surgical strategies and biologic processes tO irnprOve denervated muscle recOvery」

座長 :根本 :孝一 (防衛医科大学校整形外科)

演者 :James R.Bain(McMaster University,Canada)

共催 :エーザイ株式会社

2009年 9月 5日 (土 )

◆産業医学講座 10:50～ 11:20 第 1会場

■,  0う・ = ■′ Vこ0. ==1.三 ′生
~諄
‐■

=■

デ=

И   ==.■
「
_ ― .`

十  一 11._4

Э Ξ311‐―E

EI 弓 ]:三達
~≡
言 ■ コ

「作業関連性運動器障害について」

座長 ■竹 内  康 浩 (名古屋大学名誉教授 (衛生学 ))

演者 :小野雄一郎 (藤田保健衛生大学医学部長)

◆ランチョンセミナー 12:25～ 13:25 第 1会場

「CRPSの診断と治療 一特に後遺障害の判定について」
座長 :有野 浩司 (防衛医科大学校整形外科)
演者 :堀 内  行 雄 (川 崎市立川崎病院整形外科 )

共催 :日 本臓器製薬株式会社
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一般演題プログラム

2009年 9月 4日 (金 )

◆一般演題 1 手根管症候群など 13:00～ 13:25 第 1会場
座長 :池田 和夫 (金沢医療センター整形外科 )

01.外科治療が著効した末梢神経障害が原因であった小児 CRPS

諸井慶七郎 (稲田病院麻酔科 )

02.手根管症候群に対する鏡視下手根管開放術の術後成績
岡田 正人 (金沢医科大学整形外科 )

03.上肢機能評価表 DASHおよび Hand20の手根管症候群患者の治療前後における反応性
について

岩月 克之 (名古屋大学大学院手の外科学)

◆一般演題2 斜角筋症候群など 13:25～ 14:10 第 1会場

戸It~ミ

◆一曖三琶 二

5 裏二三 二天

コ

´二
一
〓
■
〕

座長 :西浦 康正 (筑波大学大学院人間総合科学研究科臨床医学系整形外科 )

04.中斜角筋部分切離が奏効した斜角筋症候群の 1例

村井 伸司 (筑波大学大学院人間総合科学研究科臨床医学系整形外科 )

05,陳旧性副神経損傷に対し神経移植術を施行した 1例

渡邊 樹一 (防衛医科大学校整形外科 )

06.腋富部での異常血管による正中神経絞掘性障害の 1例

原  友紀 (筑波大学大学院人間総合科学研究科臨床医学系整形外科 )

07.特発性前骨間神経麻痺における神経東形態変化発生部位の検討

一われわれの網羅的分類を用いて一

越智 健介 (川崎市立川崎病院整形外科 )

08.股関節水症による大腿神経障害の 1例

原 由紀則 (旭中央病院整形外科 )

◆一般演題3 糖尿病性神経障害など 14:10～ 14:45 第 1会場

◆一鍍演_題 ≡

夏異 SEE‐

8.GDNFに よ
発現誘導

9 =熟 ラ  ヽ

座長 :額田 均 (オ タゴ大学内科、(助額田医学生物学研究所 )

09.簡易診断基準をベースにした糖尿病多発神経障害の臨床病期分類作成の試みと

前向き疫学調査初年度における実態

八木橋操六 (弘前大学大学院医学研究科分子病態病理学講座 )

-1~` :]~

三 墳 華 二
´

・: 三詈 I言 =

・:  ・E.・・  ́・ .
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2009年 9月 5日 (土)

9:00～9:35 第 1会場

30.CIDP発症 11
三井

31.バナジウムオ
川合

◆一般演題6 腫瘍 1
座長 :尼子

20.神経内に発生した g10mus腫瘍の一例
大野晋太郎 (防衛医科大学校整形外科 )

21.肘頭骨折後に生じた尺骨神経内ガングリオンの 1例
樋日 晴久 (星 ケ丘厚生年金病院整形外科 )

22.神経内から発生したガングリオンの 2例
池田 和夫 (金沢医療センター整形外科)

23.四肢末梢神経に発生した良性腫瘍の検討
大久保宏貴 (琉球大学整形外科 )

雅敏 (防衛医科大学校整形外科 )

9:35～ 10:oo 第 1会場

◆一般演題 9 憂

32.糖尿病モデル

村上

33.脂肪織由来同
水上

34.糖尿病性末梢
Rho kinase目

金澤

35.実験的糖尿病
矢回 :

◆一般演題フ 腫瘍2
座長 :加藤 博之 (信州大学整形外科 )

24.重粒子線治療後に遅発性に神経障害を呈した右肘類上皮型血管内皮腫の 1例
高田  '問 (淀川キリス ト教病院整形外科)

25.末梢神経障害を発症した悪性リンパ腫 3例の電気生理学的検討
阿部 剛典 (中村記念病院神経内科 )

26.悪性リンパ腫に関連したニユーロバチーの臨床病理学的特徴
冨田  稔 (名古屋大学神経内科)

◆一般演題8 10:05～ 10:50 第 1会場
座長 :楠 進 (近畿大学神経内科 )

27.肥厚型 ChOrOniC demye‖nating pOlyneurOpathy8例 における臨床、病理所見、
治療反応性の検討

両角 佐織 (名古屋大学神経内科 )
28.ベグィンターフェロンα-2b(PEG― IFNα2b)投与後に CIDPを発症した 1例

滋賀 健介 (京都府立医科大学神経内科 )
29.サイクロスポリン単独療法が著効した慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の 1例

町田香津子 (長野市民病院神経内科 )

◆一般演題 10 ヌ

36.A‖ in One SG

橘  :

37.誹骨神経伝導1
長谷‖|

38.神経部分移行
`鈴木 ,

◆一般演題 11 3

39.肘部管症候群 |

越蒼 I

40.肘部絞掘性尺嘔
工藤 「:
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41.肘部管症候群に対する尺骨神経剥離術の術後成績
中崎 蔵人 (広島大学大学院医歯薬学総合研究科整形外科学

42.内視鏡を用いた肘部管症候群手術 一臨床症状回復状況と尺骨神経内視鏡所見一
吉田  綾 (取手北相馬保健医療センター医師会病院整形外科 |

◆一般演題 12 肘部管症候群2 14:35～ 15:15 第 1会場 ◆~豪漢琶・E E― _

〒 [喜 貢肇 :三 そそ

ニテレ . /_).

座長 :長岡 正宏 (駿河台日本大学病院整形外科 )

43.肘部管症候群に対する尺骨神経皮下前方移動術の成績
大谷 和裕 (近畿大学医学部整形外科 )

44.遅発性尺骨神経麻痺に対する尺骨神経筋層下前方移動術の経験
赤川  誠 (金沢医科大学整形外科 )

45.肘部管症候群に対する血管を温存した筋層間神経移行術
山野 慶樹 (清恵会病院大阪マイクロサージャリーセンター)

46.肘部管症候群の病態と加療方針
宮坂 芳典 (仙塩総合病院整形外科 )

◆一般演題 13 免疫性神経障害 9100～9:25 第 2会場
座長 :吉良 潤― (九州大学神経内科 )

47.抗 Hu抗体陽性ニユーロバチーの一例 (治療経過を中心に)
垣内 無― (金沢医科大学脳神経治療学)

48. 免疫性自律性ニューロパチー :Autoimmune autonOmic gang‖ onopathyと acute
autOnOmiC and SenSOry neuropathyの 上ヒ較

小池 春樹 (名古屋大学神経内科)

49.抗 MAC抗体陽性 :gM― MGUSニ ユーロパチーの脱髄機転と軸索障害
川頭 祐― (名古屋大学神経内科)

◆一般演題 14 Gui‖ ain― Barr6症候群
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9:25～ 10:Oo 第 2会場 ◆―強浸護
・T 墓褒 二

座長 :中川 正法 (京都府立医科大学神経内科 )

50. Pure mOtOr GBSの新規標的抗原 :GM1/GalNAc―GDla複合体
一電気生理所見を中心として一

小川  岡!(防衛医科大学校内科 3神経内科)

51.抗ガングリオシド抗体の関与が考えられる神経痛性筋萎縮症の 2例
宮本 勝一 (近畿大学医学部神経内科)
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63.脊髄損傷に対する肋間神経バィパスを ,1三三ニニー=/を 今在ニューロンヘと

形質転換させる

植村  修 (独立行政i去 :、

ご二 =二
i='三 ~ =‐

一 ~―

64.坐骨神経多重圧迫に対する運動機能回復効果

伊坪 敏郎 (信州大学医学部運動T≒ 11■二三

65.ラ ット脊髄損傷モデルにおける運動負荷訓練が機能回復 :こ 与える効果

向野 雅彦 (市川市リハビリテーション病院


